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に至 る貴重な宝でもあります。 このような大切な文化遺産を破壊するこ

とな く、後世に引き継いでい くためには、広 く県民の方 々の文化財に対

する深いご理解 とご協力を得なければなりません。

ここに県道片岡栗東線改良工事に伴 う事前発掘調査の成果を取 りまと

めましたので、ご高覧の うえ今後の埋蔵文化財保護のご理解に役だてて

いただければ幸いです。

最後に、発掘調査の円滑な実施にご理解 とご協力を頂きました。地元
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は じ め に

本調査は、草津市声浦町地先に所在する、芦浦遺跡について、県道片岡栗東線特殊改良第一種

工事に先立って実施 したもので、昨年度に続 く第二次調査である。

本年度は、道路センター血 3+60か らNc1 4+60ま で約 1,400病 について発掘調査を実施 した

が、その結果、昨年度と同様、明確な建物跡の検出はなかったが、弥生時代から鎌倉時代の若干

の遺構・遺物の検出があった。

調査の経過 一日誌抄―

昭和61年 10月 15日  調査開始、地区設定後西

半分の掘削、遺構確認 (土置場が確保でき

ないため、半分で切り替えして調査をすす

めることにした。)

10月 16日  遺構確認および地形測量

耕土直下で溝状遺構・ ピットなどを検出、

埋め上の異なるものもあり、時期差を示す

ものか。

10月 17日  遺構検出、検出状況の全体写真

東西を屈曲して流れる溝 2森のほか、土坑

・柱穴などを検出した。遺構はかなり削平

されている。

10月 20日  本日より作業員導入。

遺構掘り下げ開始 SDl、 SXl

調査区南断面実測

10月 21日  SX2、 SK3、 SKl、 SK2

掘開 平板図作成

10月 22日  各遺構のセクションの断面区作成

及び写真撮影 SD2 暗渠の掘開 排水

10月 23日  各遺構のセクションの断面図作成

及び写真撮影

暗渠排水掘開、周溝掘開 (第 1ト レ)排水

10月 24日  周溝状遺構掘開 (第 2ト レ。第 3

トレ)和 同開弥出土、セクションの断面図

及び写真 SX4掘 開、排水

10月 25日  朝から各遺構、そうじ、セクショ

ンはずし、周溝状遺構内より和同開弥出土

夕方全体の写真撮影、排水

10月 27日  もう一度全体写真を撮る。

実測用の割りつけをする。排水

10月 28日  平面図開始、排水

10月 29日  午前中平面図完成

午後、レベル記入 (機械高88.41Xl)排水

11月 5日  排水、埋め戻し (切 りかえしのた

め)

11月 6日  調査再開、遺構確認

11月 7日  遺構確認続行

11月 8日  遺構確認続行

11月 10日  昨日の雨によって朝から」卜水作業

遺構、暗渠掘開開始
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11月 11日  遺構、暗渠、掘開          11月 17日  SX9、 S X10を掘下げた。排水

SX5、 SK6、 SK5、 SX7、 SD4    -部 清掃及び白線マーク (遺構面の高い所)

断面の分層                 11月 18日  朝から排水し、第 2ト レンチの清

相変わらず暗渠排水から水がよく湧き出て    掃を始める。

いるためポンプ排水              全景写真撮影、その後実測用の割りつけを

11月 12日  排水                  行なう。

遺構 (SD5)、 暗渠の掘開         11月 19日  割りつけを行ない、その後実測図

平板図を作成                 の作成、排水

各遺構のセクション断面図作成        11月 20日  図面作成、排水

11月 13日  排水                11月 21日  実測図完成、レベル記入 (機械高

トレンチ拡張、掘り下げ、遺構確認       88.400)排 水

11月 14日  T-2の 断面図作成

SX8、 SX9 掘開、排水

11月 15日  SX8、 SX9、 S xlo掘 開

排水

SK7、 SK8、 断面図作成

3.調 査 の 結 果

A.検 出 遺 構

(1)基本土層

昨年度と同様、耕作土 (青灰色粘土)と、床 (茶協色砂質土)を 30～40clE掘 削すると、暗黄褐

色砂質土を主体とする地山面が露見する。遺構の大半は、この地山面を掘削して構築されていた。

12)遺構 の概要

調査区の幅が狭く、排土置場が確保できないため、調査区をはば三分 して、西半と東半にそれ
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ぞれ排土を反転 して、調査を実施した。なお、東端のみは、重機による表土掘削が不可能であっ

たため、人力によって掘り下げた。

検出した遺構は、調査区の西半部と東端に集中しており、中央付近にL字形に屈曲する周溝状

遺構が 1基、西端付近に丼戸跡 1基が所在するほか、南北ないし東西流する溝跡 3条 、土坑 7基、

落ち込み10基、ピット若干などで、明確な建物跡は検出できなかった。

(3)遺構各説

周溝状遺構

調査区のほぼ中央で検出した、 L字状に屈曲する溝状の遺構で、溝幅 15れ、深さ58clmを はか

り、U字状を呈する。埋土はほば 5層に分かれ、第 1層 が茶福色粘質上、第 2層が淡灰楊色荒砂

土、第 3層が灰褐色粘上、第 4層が暗灰青色砂土、第 5層が、灰青色粘質砂上であった。必ずし

も周溝状を呈する確証はないが、西端の状態や屈曲があまりにも明確な90度を呈するところから、

一応推定しておきたい。出土遺物は、多くないが、土器では、弥生土器、須恵器、陶器など10点

ばかりで、ほかに、皇朝十二銭のうち和同開弥が 2枚出土している。これらのうち、本来の遺構

に伴うものは、弥生土器のみで、他は、後世の流入とみられ、この推定が正しければ、周溝状遺

構は、弥生後期後半の方形周溝墓とすることができるであろう。

SDl

調査区の中央付近を、南北に直交して検出された溝跡で幅40cll、 深さ 9 cllを はかる。埋土は暗

灰褐色粘質上で、出土遺物としては、布目瓦 1点が知られるのみで、明確にはできなかった。

SD3

SD2の 東 40れに、ほば平行して南北流する溝跡で、幅27m、 深さ24clnを はかる。埋土は、

第 1層が青灰褐色粘上、第 2層が灰褐色粘上で、出土遺物はなかった。ただ、周溝状遺構を切り

込んで築造されており、それに後出することは間違いないところである。

SD4

SD3の さらに東 21,0れ に所在する溝跡で、SD2、 SD3に ほぼ平行して、南北流するとみ

られる。幅65cll、 深さ16cllをはかり、埋土は第 1層が青灰褐色粘土、第 2層が暗青灰梶色粘上で

あった。出土遺物は、多くないが、土師器皿 2点のみ図示できた。13世紀後半代のものであろう。

SD5

SD4の 東 175れ を南北流する溝跡で、幅40clp、 深さ13clvをはかる。埋土は茶褐色粘上で、出
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土遺物はなかった。

SEl

調査区の西寄り北端に、南半分のみを検出した、直径 3.25Tb、 深さ33mの井戸跡である。埋土

は、ほぼ 3層に分かれ、第 1層が青灰偶色粘土、第 2層が暗青灰褐色粘土、第 3層が青灰色粘土

であった。出土遺物は、比較的多く、61点を数える。黒色土器碗、土師器皿、土師質土器、瓦質

土器、輸入陶磁などで、13世紀後半代に比定される。

SKl

SD2の 西に接して所在する土坑で東西 ■6れ、南北 18η、深さ20c12を はかり、埋土は、第 1

層が淡茶灰色砂質土、第 2層が暗灰褐色砂上であった。出土遺物はなく、時期は明確にできなか

った。

SK2

SKlの北 3.2第 に所在する長円形の土坑で、東西 40れ 、南北42銅、深さ12c12をはかる。埋

土は暗青灰色粘土で、出土遺物はなかった。

SK3

周溝状遺構の北コーナーを切り込んで築造された、東西82c12.南北 1.2η 、深さ■印をはかる、

楕円形の上坑である。埋土は茶灰色粘土で、出土遺物はなかった。

SK4

調査区の中央、SX5の北に接して所在する長円形の上坑である。東西 1.5れ 、南北70cp、 深

さ12c17をはかり、埋土は、第 1層が暗茶協色砂質土、第 2層は、暗青灰色砂土であった。出土遺

物はなかった。

SK5

SK4の東 7.5れに所在する、直径70側、深さ21釦 の円形土坑である。埋土は、第 1層は黄梶

色粘土、第 2層は暗青灰褐色粘上で、出土遺物はなかった。

SK6

調査区の東はしで検出した楕円形の土坑で、東西 1,7れ 、南北 1.1れ 、深さ9 clBをはかる。埋

土は、暗灰青褐色粘上で、出土遺物はなかった。

SK7

SK6の北に接して所在する、楕円形の上坑で、東側は沼沢地で、いまひとつ明確ではない。

東西 1.8れ、南北 1.15れ、深さ10c12をはかり、埋土は青茶灰色粘土で出土遺物はなかった。
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SK8

SK7の束 9.5 Tbに 所在する1辺 1.5η、深さ13側をはかる、方形土坑である。埋土は黄灰青色

粘上で、釜とみられる土師質土器 1点のみを図示できた。

SXl

調査区の西端に所在する、不整形の落ち込みである。東西3.2れ 、南北85clB、 深さ8釦をはか

り、埋土は灰茶色粘上であった。出土遺物はなく、時期も明らかにできなかった。

SX2

SElの東に所在する、浅い方形の落ち込みである。東西75れ、南北 1 5 Tb以上、深さ18clB

をはかり、埋土は淡茶褐色粘土であった。出土遺物はなかった。

sX3

SX2の東に接して所在する、直径 3.Oη 、深さ68帥の円形の落ち込みである。埋土は第 1層

が茶灰色粘土、第 2層が黄灰色粘土、第 3層が灰黄色粘土、第 4層が灰褐色粘上で、出土遺物は

なかった。

SX4

SK3の東に東西に細長くのびる、溝状の落ち込みである。長さ3.2 9Pb、 幅60clB、 深さ24clpを

はかり、埋土は第 1層が茶灰色粘質上、第 2層が青灰褐色砂質土、第 3層が灰青色砂上であった。

出土遺物はなかった。

SX5

SK4の南に接して所在する、不整形の落ち込みである。東西 1 5 Tb、 南北 1.2れ 、深さ17clp

をはかり、埋土は第 1層が暗茶協色砂質土、第 2層が暗灰色砂質上であった。出土遺物はまった

くなかった。

SX6

SX5の東 5 Tbに所在する、東西4.6傷 、南北 2印、深さ16c12の長楕円形の落ち込みである。

埋土は灰褐色粘質砂上で、出土遺物はなかった。

SX7

SX6の北に所在する、東西 2.6れ、南北 10彿の不整形の落ち込みである。埋土は灰褐色粘

質砂土で、須恵器郭蓋 (76)土師器皿 (77)各 1点の出土があった。

SX8

調査区東端で検出した、不整形の落ち込みで、東西 2.3れ 、南北 1.3‐、深さ30れをはかる。

北にS X10、 東にSX9が接して所在しており、埋土は暗紫色粘上であった。出土遺物は、黒色
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土器碗 (78)、 東播系の須恵型土器鉢 (79)、 土師質、瓦質の羽釜類 (80～82)な どで、おおよ

そ、13世紀後半代のものとみられる。

SX9

SX8の 東に接して所在する。円形の落ち込みの一部である。径 46れ のみを検出しただけで、

深さは 2 9 clBを はかる。埋土は、暗灰褐色砂質粘土で、出土遺物は土師器皿 (83～ 85)、 瓦質羽釜

類 (86、 87)な どで、13世紀後半代のものであった。

SX10

SX8、 SX9と 重複して所在する、不整形の落ち込みで、現存長で東西 38η、南北 2.4れ 、

深さ 3 2 clBを はかる。埋土は暗灰褐色砂上で、出土遺物は土師質の羽釜類 (88～ 90)、 輸入青磁

碗 (91)な どで、12世紀から13世紀代のものであった。

B.出 土 遺 物

各遺構および遺構面で出土した遺物は、弥生土器・須恵器 。土師器・黒色土器・土師質土器・

瓦質土器 。中世須恵器・ 国産陶器・輸入陶磁器 。国産陶磁器などの土器類と土錘や砥石などの上

製品 。石製品のほか、銅銭 2点などがみられる。このうち、土器類、土製品で図示或は写真を掲

載 したものは総数 127点をかぞえ、その中でも、SEl出 土品が61点 と半数を占めている。

(1)弥生土器

周溝状遺構より弥生土器 6点の出上があった。器種は壷、高界で、壷は□縁の形態よりA・ B

・ Cと した。

壺A(1)「 く」字に外反し、ラッパ状に開く日縁部、内外面とも、磨滅が著しく、調整等は

明らかでない。

壺 B(2)短 かく、ゆるやかに外彎する口縁部で、内外面とも、ハケロ調整を加えている。体

部の形状が不明であるが、短頸壷になる可能性が大きい。

壺C(3)ゆ るやかに内彎して、外上方にのびる口縁部で、内外面ともヘラミガキで調整する

が、これも磨滅が著しく、全様は明らかでなかった。

高都 (4～ 6)いづれも、高界の脚柱部破片で、「ハ」字状に裾の開くものとみられる。外面

は、一部磨滅の著しいものもあるが、丁寧なヘラミガキにより調整し、内面にはしばり痕が残
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る。

以上、これらは、必ずしも、良好な状況で出上したものではないが、その形態や、成形手法か

らみて、弥生後期末から庄内併行期にかけての資料とみられる。ただ、この時期の上器の変遷に

ついては、現在のところ、必ずしも明確になっているとは言えず、詳細は今後の検討にまちたい。

(2)須恵器

各地点より、郭蓋。郭身。細頸壺とみられるものが各 1点出上している。いづれも、遺構に伴

うものではなく、混入の可能性の大きいものである。              1

不蓋 90 郭蓋の天丼部破片とみられる。天丼部外面は、ヘラケズリにより、丁寧に仕上げて

いる。

杯身 00高 台を持たない杯身の底部破片と考える。平底を呈し、やや厚い器壁をもっている

ところから、杯身というより、壷の底部になる可能性もある。

細頸壺 (7)細頸壷の体部破片とみられる。小型品で、器壁もかなり薄く、腹部最大径に、一

条の沈線をめぐらす。体部外面上半には、一部自然釉がみられた。

(3)土 師器

SElを 中心に大量の上師皿が出上 している。土師質の羽釜類は、別途に扱い、ここでは、土

師皿のみをとり上げる。土師皿には、その法量より、大 。中・小の三タイプに、大きく分類され

るが、大皿は 4点のみ、中皿は 2点で、小皿が大半を占める (22点 )。 上師器は、日縁部が、

ゆるやかに内彎するものをA、 口縁端部を内側に巻きこむようにおさめるものを B、 体部と口

縁部が、やや屈曲して区別できるものを C、 体部と日縁が明確に屈曲して区別されるものをDと

した。

大皿A ttD 口径が13clp前後で、やや上底気味の底部をもち、口縁部はゆるやかに内彎して、

端部を丸くおさめている。

大皿C ID打 破ヽ片のため、□径については若千疑間が残るが、日縁端部が少し外反気味に引

き出されている。

大皿 D(83・ 84)平坦な底部から、日縁部は直線的に外上方にのび、明確な屈曲がみられる。

いづれもSX9の 出土で、他のものとは、やや時期差をもつものとみられる。
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中皿A 中9 □径が 105例をはかり、口縁部は、ゆるやかに内彎 している。

中皿 B 10 □径が 9.5 clnで 、口縁端部がやや内側に巻き上げられるような形態をとっている。

河ヽ皿 A(14～ 19)口 縁部が、ゆるやかに内彎するタイプで、底部は不安定な丸底気味のものと、

上げ底気味のものがある。

ノト皿B(20～ 24.29.93)Aに くらべ、口縁端部を、やや内側に巻き込むような形態をとる。

底部は平坦なものが多いが、やや上げ底気味のものも合む。

小皿C(11・ 25～ 28・ 30～ 32・ 100)口 縁部と底部の境がやや屈曲して明確なほか、口縁部は

直線的に外上方にのび、端部がやや外反気味のものも認められた。底部は、ほとんど安定 した

平底のものであった。

(4)黒色土器

SElを 中心に、黒色土器が多数出土みている。すべて碗で、 1点のみ小椀とみられるものも

あるが、すべて口径12～ 16c12前後の内黒の婉ばかりである。口縁部の形態よりA・ B・ Cの三タ

イプに分け、底部についても、高台の形態よりa、 bのニタイプに大別 し、それぞれ al、 a2、 bl、

b2に 細分 した。

小塊 ЮO 口径 9 4 clBと 、一般的な黒色娩より、一廻り小さいところから小婉としたが、小破

片のため、若千問題は残る。一般に黒色椀で小型のものは、古い時期に多いようである。

I・EA(33～37.43)口 縁、体部が、ゆるやかに内彎するもので、Bに比較して、やや深い椀で

ある。口径が 13.5～ 15clB前後、器高が45卸前後となるものである。粗雑な暗文をもつものと、

全く暗文を施さないものがあり、b2の底部をもつものが 1点ある。

婉B(38～ 42.45.50)椀 Aに比較して、やや浅い椀で、口縁端部が、少し外反する例も、い

くつかみられる。口径13clB～ 149v前後が主流で、粗雑な暗文をもつものと、全く持たないもの

が半数ずつを占めており、器高も4帥弱のものが大半であった。底部の接続する例はなかった。

婉C(44～ 49)口縁、体部が比較的直線的に外上方に伸びるタイプで、浅い椀が多い。大半が

暗文の手法を失っており、底部の接続するものでは a2の ものが知られている。

底部a161)比較的大きい台状の高台をもつもので、出土例は 1点のみであった。

底部a2(57.59～64)小型の台形を押しつぶしたような形態をとる高台をもつものである。

底部b160 比較的大型の、断面三角形の高台をもつもので、出土例は 1点のみであった。

底部b2(52～ 56.78.94.95)小 型の断面三角形の高台をもつものである。
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以上みたように小椀 1点、椀Aが 6点、椀 Bが 7点、椀 Cが 6点 と、底部aが 1点、a2が 7点、

biが 1点、b2が 8点で、このうち小椀がSX9、 底部b2の 1点がSX8、 底部b2の 2点が遺構面

出土で、残りすべて SElの 出土品である。 SElの 埋積層序は、必ずしも一様でなく、一応、

I・ Ⅱ層に分けて取り上げたが、大きな差異はなく、ほぼ一括とみて間違いないようにみられる。

このことは、高台が一部を除き、小型化していることからもうかがえるが、それとともに、椀 B、

杭 Cの ように、小型化し浅娩化していることも注意される。さらに、椀A、 椀 Bでは、いまで半

数近くが粗い暗文を残すのに対し、椀 Cでは、全く暗文がみられないことも、これらの黒色土器

椀の傾向を示すものであろう。これらを、黒色土器加の大まかな変遷に対応させるなら、いまだ

粗い暗文を大半に残している、手原遺跡SD-6の 一群に後出する位置が推定され、実年代とし

ては、瓦器椀のそれを参照するなら、13世紀中葉から後半に該当させることができると考える。

(5)土師質 .瓦質土器

土師質と瓦質の足釜と釜が、比較的多く出土している。口縁部の形態より、足釜はA・ BoC

・ Dの 4タ イプ、釜はA・ B・ Cの 3タ イプに分類した。

土師質足釜A(66.90.102)口 縁部が内傾して大きく内彎、端部を内側に巻き込むような形

態のものもある。口縁外面はナデ調整、内面は横方形のハケロがのこる。

土師質足釜B OD 口縁部はAと 同じように内傾するが、ほぼ直線的にのびる。内外面とも、

丁寧にナデ調整を加えている。

土師質足釜C 004ヽ破片で、必ずしも明確でないが、日縁部の内傾が、やや小さいものもあ

る。

土師質足釜脚部 (121)断面円形の脚で、着地部がやや内彎 している。

土師質釜A(88.89.101)口 縁部が、ほぼ直立するもので、端部は平坦におさめている。つ

ばは横方形にのびる。

土師質釜B(115)□ 縁部は、ほぼ直立して、端部がやや内彎もの。

土師質釜C 60 口縁部がやや外傾気味に直立するもの。

瓦質足釜A 00 口縁部が大きく内傾し、ゆるやかに内彎するもの。

瓦質足釜B(113.114)口 縁部が直線的に内傾するもの。

瓦質足釜D 60回縁部が長く直線的に内傾してのびるもの。

瓦質釜足釜脚部 (69.82,87.103)断面円形の脚部。
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瓦質釜A(81.86.116)日 縁部が直立ないし、やや内傾するもの。端面は平坦にするものと、

丸くおさめるものがある。

(6)須恵質土器

東播系とみられる、須恵質土器が4点出上している。いわゆる片口鉢になるものとみられるが、

日縁部の形態により、A・ Bに分類した。

鉢A(79.97.111)回縁端部を肥厚 させて、外傾する面をもつもの。□径は22～ 25伽前後

である。

鉢B(112)口 径 33 2clD、 器高 13.9clBの片□鉢で、日縁部は、ほとんど肥厚せず、端面は平坦

におわっている。

いづれも、明確な遺構から出上したものではないが、この種の例としては、13世紀代のものと

みられる。

17)輸入陶磁器

各遺構より、青磁・ 白磁が若千出上している。大半が椀で、皿は 1点のみであった。

青磁婉A(91.117)断 面三角形の高tヽ高台をもつ椀底部で、高台の外面に一部施釉が及んで

いる。大宰府などの資料を参照するなら、12世紀から13世紀に類例の多いものであろう。

青磁塊 B ID 断面台形の安定した高台をもつ底部で、高台の内側を除いて明緑灰色の釉を施

す。大宰府の資料によると、13～ 14世紀のものに類例がある。

青磁塊C 00 断面長方形状の長い高台をもつ底部で、高台の中位から上に淡緑灰色の釉を施

す。14世紀代のものであろう。

青磁塊 D 11)直線的に外上方にのび、端部が短かく外反する。淡緑灰色の釉が施される。13

世紀から14世紀代にみられるものである。

青磁皿 (105)内面に、扇形文を展開させた、同安窯系の青磁皿で、14世紀後半代のものであ

ろう。

白磁娩 (106)ゆ るやかに体部が内彎 し、日縁部が外反して、やや外方に引き出す形態をとり

淡灰白色の釉を施す。一乗谷遺跡などの出土例を参照するなら、16世紀代と考えられる。
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(8)国産陶磁器

国産陶磁器としては、地元信楽のほか、瀬戸、伊万里などがみられる。そのほとんどが遺構に

伴うものでなく、時期的にも近世 。近代のものが多い。

信楽壺 (9)厚い器壁の底部で、安定した平底を呈する。淡赤協色を呈し、 1～ 3翻前後の長

石、石英粒を含む。内外面ともナデ、桃山期 (16世紀代)の ものであろう。

信楽鉢 (8)ゃゃ上げ底気味の安定した底部で、体部は斜上方に直線的にのびる。厚い器壁で、

内面には条線がないので、摺鉢にはならないと思われる。暗灰緑色を呈し、胎土は 0.5～ 20

翻の長石、石英を含んでいる。これも、桃山期の大窯谷窯のものに類例がある。

信楽甕 (104)長石、石英を多く合んだ胎上で、赤橿色を呈する堅緻な焼成の陶器で、近世か

ら近代の信楽の製品とみられる。

染付塊 (107)淡 い紺色で、車花を文様化した染付で、伊万里系か、江戸前期ごろのものか。

染付皿 (109)藍色の濃淡で草花を文様化した染付けである。これも、江戸前期ごろの伊万里

系のものか。

染付杯 (108)青 灰白色の地に藍色の車花を文様化した染め付けである。江戸期の伊万里系の

ものであろう。

瀬戸系壺 OD天 目釉をかけた小型の壷とみられる。小破片で、必ずしも明確でないが、江戸

期のものであろう。

瀬戸系仏具 (122)天 目釉のかかっ

た、灯明台で、石英 。長石を多く合

むところから近世の信楽の製品であ

る可能性も高い。

以上のほか、図示できなかった染付

も、いくつかあるが、いづれも遺構に

伴うものではなく、後世の流入品とす

ることができる。

(9)土 製 品

土錘が 1点 (119)出 上 している。

第 9図 出土銅銭拓影 126。 127(周溝状遺構)

径 6 cln前後で、長さ 2 3 clBの小型品である。
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QO刻  ヽ結

以上、簡単に紹介したように、今回の出土遺物の中で.遺構に伴うものとしては、周溝状遺構

から出土した、弥生土器と、SElに 代表される、中世の集落に関連するものが大半であった。

特に、SEl出 土品は、量的にも、器種的にも、13世紀後半代の一括資料として、注目すること

ができると思われる。

お  わ り に

今回の調査は、県道幅14傷、延長 10o TPbと いう限定されたものであったが、弥生後期末とみら

れる方形周溝墓 1基のほか、13世紀後半代に中心のある集落の一部 (溝・ 井戸・土坑等)を検出

することができた。そして、明確な遺構の検出はなかったが、和銅開弥 2点や須恵器など、奈良

時代の遺物の出土もあって、声浦遺跡が、若千の断絶をもちつつも、弥生時代以来存続する集落

であることが再確認できた。

また出土遺物では、今回調査の大半を占めたSElの 資料は、従来、良好な資料に恵まれなか

った、13世紀後半代の日常雑器類のあり方を示すものとして、重要な位置を占めるものと考えら

れる。
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出 土 遺 物 説 明 表

出 土 遺 構 器  種 器 形
図版

番号

口 径
伝径)
器 高
(ア安�自言)

色   調 ム
ロ 土 焼  成

周 溝 状 遺 構

第 1ト レンチ

第 3ト レンチ

第 3ト レンチ

第 2ト レンチ

第 1ト レンチ

第 3ト レンチ

第 3ト レンチ

SD-4

SE-1
1・ Ⅱ層

I・ Ⅱ層

I・ Ⅱ層

I。 工層

I層

I・ Ⅱ層

I・ Ⅱ層

I層

I・ Ⅱ層

I層

幹
幹
幹
幹
幹
幹
謎
楽
楽
曙
畔
脳
畔
曙
曙
畔
鰐
畔
畔
曙
畔

弥

須

信

信

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

壷 A

壷  B

壷  C

高 郭
(脚部 )1
高 郭
(脚部)2
高 郭
(脚部)1

細 頸 壷

鉢

壷

中 皿 B

小 皿  C

大 皿 A

中 皿 A

小 皿 A

小 皿 A

小 皿 A

小 皿  A

小 皿 A

小 皿 A

IIII:

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

15.0

8,0

142

150

130

94

74

126

102

84

8.2

80

7.4

92

84

88

90

53

3.2

47

6.25

41

50

36

62

365

12

15

17

17

16

12

1.3

12

08

15

13

14

色

淡乳橙色

明灰青色

暗灰協色

淡赤褐色

淡乳褐色

淡乳褐色

淡乳褐色

淡灰褐色

淡乳
橙灰色

淡乳灰色

淡乳褐色

淡乳

灰掘色

淡茶褐色

淡乳

赤褐色

淡乳橙色

淡乳混色

色橙

褐

淡

淡

色

色

色

橙

褐

橙

淡

淡

淡

|

砂粒合

長石・石芙の

砂粒合

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

1良 好
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出 土 遺 構 器   種 器 形
図版

番号 嘩∽
器 高
銭 存)

色   調 胎 土 焼  成

SE-1
1・ Ⅱ層

I・ 正層

I・ I層

I・ Ⅱ層

I・ I層

I・ Ⅱ層

I層

I・ I層

I層

I。 工層

I・ I層

I・ Ⅱ層

I層

I・ Ⅱ層

I・ Ⅱ層

I・ Ⅱ層

I・ I層

I・ Ⅱ層

I・ Ⅱ層

I・ 正層

I・ I層

IoI層

土 師 器

土 師 器

土 師 器

土 師 器

土 師 器

土 師 器

土 師 器

土 師 器

土 師 悉

土 師 器

土 師 器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

小 皿 B

小 皿 B

小 皿 B

小 皿 C

小 皿  C

小 皿 C

小 皿  C

小 皿 B

小 皿 C

小 皿  C

小 皿  C

椀 A

椀 A

椀 A

椀 A

椀 A

椀 B

椀 B

椀 B

椀 B

椀 B

椀 A

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

80

82

68

88

80

78

90

(70

76

80

8.1

137
45

134
4.5

13.9

164

144

130

136

140

132

138

148

14

1.2

16

14

1.3

13

13

14

13

13

10

4.0

4.4

3.3

3.6

36

32

36

25

34

3.7

39

淡乳褐色

淡灰協色

淡 褐 色

淡乳褐色

乳 梶 色

淡乳
灰糧色

淡乳
橙褐色

淡橙褐色

淡乳

灰褐色

淡赤褐色

淡乳

赤協色

淡乳

茶掘色

乳 褐 色

乳白褐色

乳 褐 色

暗乳褐色

乳 褐 色

淡赤

茶灰色

灰 白 色

暗乳褐色

淡乳褐色

淡乳褐色

クサリL/4を合む

クサ リレキ合

雲母がまばらに

ある

石英・ 長石の

砂粒合

石英・ 長石の

砂粒合

石英 。長石など
の砂粒合

石英などの

砂粒合

クサ リレキを合

石英などの

砂粒合

クサ リレキ合

石英・長石など
の砂粒合

長石等の砂粒合

石英・ 長石の

砂粒合

石英。長石の砂粒

石英・ 長石の

砂粒合

長石・黒雲母等
の砂粒含

石英・ 長石・ ク
サリL/4の砂粒含

石英・長石合
微砂粒合

砂粒合

石英 。長石等の

砂粒合

石英 。長石の

砂粒合

長石 まばらに合

良 好

やや

軟質

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好
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出 土 遺 構 器   種 器 形
図版
番号 噂∽ 勝鉾

色   調 胎 土 焼  成

SE-1
1・ I層

I・ Ⅱ層

I・ Ⅱ層

IoⅡ層

I層

拡 張部

I・ Ⅱ層

I層

I・ 工層

I・ Ⅱ層

I・ Ⅱ層

I・ Ⅱ層

I・ Ⅱ層

IoⅡ層

I層

I・ Ⅱ層

I層

I層

I・ I層

I層

IoⅡ層

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土恭

黒色土器

黒色土器

黒色土恐

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

黒色土器

土師質
土器

椀 C

椀 B

椀 C

椀 C

椀 C

椀 C

椀 B

椀  al

椀  a2

椀 b2

椀 b2

椀 b2

椀  b2

椀  a2

椀 bl

椀  a2

椀  a2

椀 a2

抗 a2

統 a2

椀 a2

釜 C

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

136

15.2

144

13.8

140
5.6

14.5

12.4

44

5.0

4.9

4.6

4.2

4.6

45

4.6

38

48

4.9

39

5,4

160

3.7

2.8

30

30

40

3.9

33

0,95

25

16

09

14

1.8

1.5

1.2

09

07

1.4

12

1.8

08

6.0

乳赤楊色

乳白褐色

淡乳灰色

淡乳

白橿色

白乳

橙褐色

乳白褐色

明乳視色

淡乳褐色

淡黄橙色

淡乳

赤褐色

淡乳褐色

淡乳褐色

暗 橙 色

淡乳

白褐色

淡乳褐色

淡乳糧色

淡 協 色

暗乳糧色

白乳褐色

淡乳視色

淡乳掘色

乳灰白色

石英 。長石の

砂粒合

石英 。長石の

砂粒合

細かい砂粒合

石英・長石の

砂粒合

石英などの

砂粒合

石英・ クサリレ

キの砂粒合

石英 。長石の

微砂粒

精良

石英 。

砂粒合

・石英合

長石の

砂粒合

石英。長石を合と

微砂粒 。長石・
クサリレキ合

砂粒・石英合

長石・砂粒等合

精良

微砂粒合

微砂粒合

長石の砂粒合

石英・長石 。

クサリL/4合

精良

砂粒含

砂粒含

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

やや

軟質

良 好

良 好

やや

軟質

良 好

良 好

やや

軟質

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好
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出 土 遺 構 器   種 器 形
図版

番号

□ 径
鋤 絲∽

色   調 胎 土 焼 成

SE-1
1。

Ⅱ層

I・

I。

I・ I層

SK-8

SX-7

SX-8

SX-9

層

　

層

Ⅱ

　

　

Ⅱ

I層

層

　

層

土師質
土器

土師器
土器

瓦質土器

瓦質土器

青  磁

青  磁

青  磁

染  付

土師質
土器

須 恵 器

土 師 器

黒色土器

須 恵 器

土師質
土器

瓦質土器

瓦質土器

土 師 器

土 師 器

土 師 器

瓦質土器

瓦質土器

足 釜 A

足 金  B

足 釜 D

足 釜 脚 部

椀

椀 D

椀 B

一　
　
椀

　

釜

ITh 蓋

大 皿  C

椀  b2

鉢 A

足 釜 C

釜 A

足 釜 脚 部

大 皿  D

大 皿  D

小 椀

釜  A

足 釜 脚 部

66

67

68

69

70

71

72

欠番

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

16

14.7

98

8.0

14.4

4.1

25.8

20.0

176

122

12.2

9,4

６

　
　
　
１

　
　
　
７

４

　
　
　

６

　
　
　

５

2.0

11

43

1.4

08

5.5

3.6

2.9

94

23

2.1

1.7

34

淡赤
茶褐色

灰 白 色

灰 黒 色

険灰

乳褐色

明灰白色

淡灰

緑色釉

明緑
灰色釉

明灰白色

淡黄格色

淡赤
暗灰色

淡 褐 色

白乳褐色

暗紫

青灰色

淡 橙 色

淡灰褐色

明灰白色

淡乳

赤褐色

乳淡橙色

淡乳褐色

黒  色

淡茶褐色

長石・石英を合

砂粒合

砂粒合

砂粒合

精良

精良

精良

砂粒合

砂粒合

精良

クサ リレキ合

石英 。長石の

砂粒合

長石粒合

砂粒合

砂粒合

石英等の砂粒合

砂粒少量合

砂粒合

精良

石英含

石英・長石粒合

良 好

良 好

やや
軟質

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

やや
不良

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好
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出 土 遺 構 器   種 器 形
図版

番号

□ 径
働

器 高
(残存)

色   調 胎 土 焼  成

SX-10

T-1 遺構面

T-2 遺構面

土師質
土器

土師質
土器

土師質
土器

青  磁

瀬  戸

土 師 器

黒色土器

黒色土器

瓦質土器

須 恵 器

須 恵 器

青  磁

土 師 器

土師質
土器

土師質
土器

瓦質土器

信  楽

青  磁

白  磁

染  付

染  付

染  付

釜  A

釜  A

足 釜 A

椀 A

壷

/1ヽ  Ill B

椀  b2

椀 b2

足 釜 A

鉢 A

郭 身

坑 C

小 皿 C

釜 A

足 釜 A

足 釜 脚 部

甕

皿

椀

椀

邦

皿

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

210

18.6

118

64

11.2

8.0

4.6

5.4

17.1

25,4

3.8

6.8

113

170

114

64

106

94

50

16.8

5.4

30

4.1

2.1

1.8

■3

2.9

1.35

3.25

9.4

1.9

1.5

1.0

5,3

23

5.6

0,95

2.7

31

2.3

29

乳 灰 色

淡赤
茶握色

暗赤褐色

青灰
白色釉

青 灰 色

乳灰褐色

淡乳褐色

乳 褐 色

黒褐灰色

淡 灰 色

淡赤灰色

淡黄灰色

淡乳
赤褐色

暗茶協色

暗茶褐色

暗茶褐色

赤 褐 色

淡青
緑灰色

淡灰
白色釉

淡青
灰白色

淡青
灰色釉

淡青
灰白色

長石の砂粒合

精良

石英 。長石合

砂粒含

精良

砂粒合

長石など
微砂粒合

石英・長石の

砂粒合

石英 。長石・黒
雲母等の砂粒含

石英 。長石の

砂粒合

砂粒合

精良

精良

石英 。長石の

砂粒合

石英 。長石

石英粒合

石英 。長石の

砂粒合

精良

精良

精良

精良

精良

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

やや
軟質

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好
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出 土 遺 構 器   種 器 形
図版

番号

口 径
働 勝的

色   調 胎 土 焼 成

T-2 遺構面

T-2 列満内

T-2 拡張部

明不

染  付

須 恵 器

陶質土器

瓦質土器

瓦質土器

土師質
土器

瓦質土器

青  磁

瀬  戸

土 製 品

土師質
土器

土師質
土器

瀬  戸

皿

鉢 A

鉢 (片 □)
B

足 釜 B

足 釜 B

釜 B

釜 A

婉 A

壷

土 錘

釜

足 釜 脚 部

仏 調 具

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

220

332
150

194

22.2

15,0

5.8

0.6

86

13.9

595

52

4,7

2.5

21

2.3

5.3

淡灰青色

明青灰色

淡橙褐色

淡青灰色

淡灰

茶褐色

淡乳白色

暗茶禍色

明灰白色

明灰白色

淡 橙 色

淡 褐 色

淡橙掘色

茶 褐 色

精良

砂粒含

石英 。長石の

砂粒合

砂粒合

石英の微砂粒合

砂粒合

石英 。長石の

砂粒合

精良

精良

精良

クサ リレキ合

石英の微砂粒合

精良

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好

良 好
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図
版

一

調査前景 (西より)

省|

SDl・ SEl・ SXl検 出状況 (東より)



図
版
二
　
遺

構

一一
崇

塩
．と
一

第 1調査区全景 (東より)

●ミ、|ド .―     |―
す・ iヤ
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